


山浦集落概要
・奥川地区
・１９世帯４９人
（Ｈ２７．３．１現在）

・高齢化率５９．２％
（Ｈ２７．３．１現在）

・町の中心まで約２０km





「お宝」の発掘
ヒアリング調査、家屋状況調査、農業、自然資源調査等集落内の
資源を発掘する調査を行った。

山菜、きのこなどの自然資源
高陽山、山田川などの美しい景観
和牛を飼いながら水稲を営む「有畜複合農業」
交流する機会の充実



７０代８０代
でも元気に
農業を行って
いる！！





・80歳代の農家5戸、70歳代の農家5戸のお米が対象
・販売先 → 町内の直売所「よりっせ」

贈答米 etc…
・販売量は一個あたり一升（1.5kg)

80歳代の農家が作るお米・・・米寿米（べいじゅまい）
70歳代の農家が作るお米・・・喜寿米（きじゅまい）

として販売し、集落の「高齢者農業」を外部へアピール＆
自分たちの誇りを認識することで集落を元気に！！



5月 田植え作業

米寿米、喜寿米、
を作るだけでなく、
その過程も記録し

ました！



７月 米寿米・喜寿米の看板立て

米寿米・喜寿米の農家
の名前、所有面積、米
の品種を記載した看板
を設置しました！設置
作業は集落の皆さんと
協力して行いました！

集落を訪れた人に対する
アピールとしての効果を
期待し、集落内の農家の
水田の前に設置しました。



10月 米寿米の収穫

ハセガケで稲を自然乾燥させる農家
は３戸ほどあります。80歳代の農家

も現役で作業を行います！



10月 宮城教育大学大学祭で試験販売

米寿米9個試験販売し、全部完売しました！
値段は８８０円。米寿にかけて特別価格にしまし

た！



11月 米寿米・喜寿米の販売方法
パッケージデザインの最終決定

パッケージのデザ
イン、販売個数、
価格を決定しまし

た！



●表面

●裏面



11月 直売所「よりっせ」にて販売開始



西会津町の直売所で販売することで、
町内に山浦集落の取り組みが知られたこと。
米寿米・喜寿米を販売することで、集落の方が
自分たちの集落の資源（＝高齢者が営む農業）
を再発見できたこと。

販売をする上での体制作り
今後町内以外の人にどのように米寿米・喜寿米
を伝えていくか
etc・・・

成果

課題



・大学生が入ってここまでやってこれて
良かった。

・今後米寿米プロジェクトを発展させない
のでは、大学生に申し訳ない。

・今後も米寿米プロジェクトを発展させて
いきたい。
現在でも集落の皆さんから、
今後の発展に関して様々な案が

出ています！
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